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66 初 m 甚一郎 ･西 村 進
の様な試みをした. と夫々56.3,33.8,16.9,5.63gとなる.今北
実験に用いた棟を平均 直径615mm,北 投 投石のラジウムの含有量を1.5×10-9gRa/g,
石の密度を4･33ととり,表面から0,2,0.1, 1.0×10~9gRa/g,0.5×10-9gRa/gととって
0･05,0･01mm迄の部分の全質量を計算する 21.8時間に発生するラドン量を求めると夫々
第 2 表 ラ ド ン 濃 度
第 3 表 試料Ra含有量 1.5×10-9gRa/gとした場合
実 験 結 果 試料の表面から一定の深さまでの Rn濃度*と溶出濃度の比
第 4 表 試料 Ra含有量 1.0×10~9gRa/gとした場合









第 5 表 試料Ra含有量 0.5×10~9gRa/gとした場合




















実 験 結 果 の
20oCの値に対す る比 Rf}nの藷 に窟 す 姦 l同じく20oCの値に対する比










質 疑 応 答
斉藤 (東 大)北投石は産地によりRa含量が違 うか ら,実際について測定された方がよい･又北投石
の emanatingpowerの彫饗は小さいと思 うが実験的な結果をはかつていたゞきたい･
北投石は沈澱直後のものと古いものとは違 うと思 う･時間的な問題をや ってもらうとよ
い.
岡部 (鳥取大)水につけずに空気中で温度を上げたときもやっていたゞくとよい･
拡散係数は推定のための仮定であろうが,水中の Rnの拡散がおそいとすれ ば途 中の
decay も考慮:,こ入れる心要ありと思 う･
